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第２次庄内町総合計画 概要版

人と自然が輝き合う、日本一住みやすいまちの具現化に向けて

　序　論 「庄内町みんなの未来計画」とは
計画策定の目的

「庄内町町民憲章」及び「庄内町みんなが主役のまちづくり基本条例」を基本に、現行計画を継
承・発展させるとともに、新たな視点と発想を加え、町民の共通目標として、また町の経営指針
として、「第２次庄内町総合計画」を策定します。

計 画 の 役 割

庄内町民みんなのまちづくりの共通目標
　町民にとっては、これからのまちづくりの方向性や必要な取り組みを行政と共有し、まちづく
りに主体的に参画・協働するための共通目標となるものです。

庄内町の持続的発展のための経営指針・主張
　町行政にとっては、魅力的で自立した庄内町をつくり上げ、持続的に発展させていくための総
合的な経営指針となるとともに、国や山形県、周辺自治体に対し、庄内町の主張を示すものです。

　本町は平成17年７月１日、県内で唯一２町での合併を果たした町です。この10年余、
「第１次総合計画」に添い、互いの理解を深めてまちづくりを行って参りました。合併
当初の数年間は旧２町の調整と新町の魅力を探る日々となりました。その後、新町とし
ての魅力づくりに力を注ぎましたが、その結果、まちづくり重点項目の３本の柱、「産業
の振興は若者定住の基本」、「教育と子育ては庄内町にお任せ」、「元気でご長寿日本一」
については、町民各位の理解が得られるレベルになったと捉えています。一方、新町の
魅力のキャッチフレーズとしての、「自然豊かな月山、山頂の町」、「おいしい米のルー

ツ亀の尾の里」の全国発信については、まだまだこれからもチャレンジ出来ると考えております。
　さて、平成28年度以降は、我が町に大きな変化が訪れます。国からの補助金である「普通地方交付税」
の５年間の漸減や「合併特例債」及び「過疎債」の活用期間の５年間、「地方創生」の事業推進期間が５
年間である事などです。このような状況から、これからの５年間は、我が町だけではなく、我が国を取り巻く
世界の環境からみても、昭和の大合併からの60年余の期間に匹敵する激変期と予想されます。地方自治体
にとっては、今後さらに地方の知恵比べが激化し、地域格差が拡大して行く事は想像に難くありません。
　しかしながら、我が町は、既に合併以来、発想を転換し、地方の知恵比べに対応した行政経営を行って
参りました。今後来るべき変化はどんなに厳しくとも、常にチャンスとなりえます。改めて皆さんと共に
「自ら判断し、継続できる町、自立する町」、第２次総合計画で目指す「人と自然が輝き合う、日本一住
みやすいまち」の具現化に向けて挑戦を続けたいと考えております。
　結びに、町民の皆様方のさらなるご理解とご協力をお願い申し上げ、第２次総合計画策定に当たっての
挨拶と致します。
� 庄内町長　原　田　眞　樹
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計画の構成と期間

基 本 構 想 庄内町が目指す姿

参画・協働

　町民、町民団体、民間企業、
行政、議会が、ともに考え力を
合わせ、参画と協働のまちづく
りを進めるとともに、これを原
動力に、自らの力で自らの未来
を拓く、自立したまちづくりを
進めます。

挑　戦

　人口減少や少子高齢化などの
直面する重要課題に町一体と
なって果敢に立ち向かい、「日本
一住みやすい、住み続けたい町」
としてのさらなるレベルアップ
に挑戦するまちづくりを進めま
す。

公　益

　他を思いやり、自分だけでは
なく社会のために役立とうとす
る公益の心や活動を守り育て、
自然を大切にするとともに、す
べての町民が支え合い助け合う
まちづくりを進めます。

新たなまちづくりの基本理念

人 口 の 目 標

１９，０００人
将　来　像

人と自然が輝き合う日本一住みやすいまち　庄内町
― 未来へつなぐ笑顔と誇り ―

基　本　構　想
　本町が10年後に目指す姿と、それを実現するための計画の体系や施策の
方針等を示したものです。
　計画期間は、平成28年度から平成37年度までの10年間とします。

基　本　計　画
　基本構想に基づき、今後行う主要施策等を示したものです。
　計画期間は、基本構想と同様に平成28年度から平成37年度までの10年間と
しますが、社会環境の変化に対応できるよう、中間年度で見直しを行います。

実　施　計　画
　基本計画に基づき、今後行う具体的な実施事業や財源、実施年度等を示し
たもので、別途策定します。
　計画期間は、３年間とし、毎年度見直しを行います。

平成37年度 平成27年度国勢調査
21,669人
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基 本 計 画

健やかでやさしい健康・福祉のまち１

子
育
て
支
援

1 子育て支援サービスの充実
2 母親と乳幼児の健康の確保
3 生活環境の整備
4 職業生活と家庭生活の両立の支援
5 要保護児童への対応

1

高
齢
者
支
援

1 高齢者支援推進体制の充実
2 生きがい施策の推進
3 介護保険サービスの提供
4 地域支援事業の実施
5 認知症対策の推進
6 高齢者の暮らしの支援

2

3障
が
い
者
支
援

1 障がい者支援推進体制の充実
2 保健・医療サービスの充実
3 障がい福祉サービスの充実
4 障がい者の社会参加と自己実現の支援
5 障がい及び障がい者に対する理解の促進

3

地
域
福
祉

1 地域福祉推進体制の充実
2 互いに支え合うまちづくり
3 福祉サービスの充実したまちづくり
4 バリアフリーのまちづくり

4

保
健
・
医
療

1 保健事業推進体制の充実
2 健康しょうない21計画に基づく健康づくり運動の展開
3 母子保健の充実
4 感染症予防・予防接種事業の推進
5 地域医療体制の充実

5

社
会
保
障

1 国民健康保険制度の健全化
2 後期高齢者医療制度の適正運営
3 国民年金制度の周知徹底
4 低所得者福祉の推進

6

よりよい生き方を求め、ともに学び合う教育のまち２

幼
稚
園
・
学
校
教
育

1 いのちを大切にし、よりよい生き方や志を求める教育の推進
2 地域とつながり、ともに社会をつくる豊かな心の育成
3 いのちの基礎を培う幼児教育と子育て支援の推進
4 一人一人の学ぶ意欲と確かな学力の育成
5 町の自然・歴史・文化を生かした魅力ある学校づくりの推進
6 学校と家庭、地域が支え合う仕組みの構築
7 広い視野を持ち、国際感覚あふれる人材の育成
8 教職員の資質向上とゆとり創造の推進
9 学校教育を支える施設・教育環境の充実

1

社
会
教
育

1 生涯学習の充実と活力あるコミュニティの形成促進
2 地域が教育を支える環境づくりの推進
3 図書館活用の充実
4 バリアフリーのまちづくり

2

青
少
年

健
全
育
成

1 規範意識、思いやり・助け合いの意識の醸成
2 家庭教育は教育の土台であるという意識の啓発
3 青少年の体験活動の充実

3

美しく安全・安心な生活環境のまち３

ス
ポ
ー
ツ

1 スポーツ活動の普及促進
2 各種スポーツの競技力向上の支援
3 総合型地域スポーツクラブの自立支援
4 スポーツ施設の活用
5 スポーツ施設の整備充実

4

文
化
芸
術
・
文
化
財

1 町民の手による文化芸術活動の促進
2 小・中学生の文化芸術活動の充実
3 文化施設の整備充実
4 文化財の保存・活用と資料館の充実
5 民俗芸能等の伝承活動の推進

5

国
内
外
交
流

1 国際化に対応した人材の育成
2 国際理解・交流活動の促進
3 外国人が住みやすく訪れやすい環境づくり
4 国内交流活動等の充実

6

新
エ
ネ

ル
ギ
ー

1 再生可能エネルギーの総合的利活用
2 省エネルギー活動の促進
3 風車村整備事業の推進

1

環
境
衛
生

1 環境保全意識の高揚と実践活動の促進
2 公害・環境汚染等の防止
3 ごみ処理体制の充実
4 ３Ｒ運動の促進
5 ごみの不法投棄の防止

2

上
・
下
水
道

1 水道施設の整備
2 水質管理の充実
3 管理・運営体制の充実
4 公共下水道事業の推進
5 施設の維持管理と接続の促進
6 合併処理浄化槽の整備促進と適正管理の促進

3

ガ
ス

1 経年ガス管の改修
2 保安の確保
3 経営の健全化と広報活動の推進

4
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交
通
安
全
・
防
犯

1 交通安全意識の高揚
2 交通安全施設等の整備充実
3 防犯意識の高揚
4 防犯灯の設置
5 犯罪防止・抑制等の推進

7

雪
対
策

1 道路の除排雪体制の充実

2 高齢者世帯等の除雪の支援

8

豊かで活力に満ちた産業のまち４

農
林
水
産
業

1 担い手の育成・確保
2 売れる農産物づくり、複合経営の促進、生産性の向上
3 食育・地産地消の充実、６次産業化の促進
4 農業生産基盤の整備
5 林業の振興
6 内水面漁業の振興

1

商
工
業
・
新
産
業

1 商業の振興による賑わいづくり
2 工業の振興による活力づくり
3 創業・経営革新の促進
4 商工業経営の体質強化の促進
5 中心市街地活性化計画の具現化
6 新たな企業の立地促進
7 特産品開発、新産業創出等の支援

2

観
光

1 観光・交流資源の充実・活用
2 住んでよし訪れてよしの観光地域づくり
3 情報発信の強化
4 広域観光体制の充実
5 観光団体の育成・強化
6 コンベンション機能の強化

3

雇
用

対
策

1 雇用の確保及び創出
2 勤労者福祉の充実
3 人口増につながる雇用施策の推進

4

消
費
者

対
策

1 消費者の意識高揚

2 消費者保護の充実

5

未来への基盤が整ったまち５

土
地

利
用

1 土地利用関連計画等の総合調整

2 適正な土地利用への誘導

1

住
宅
・

定
住
促
進

1 町営住宅等の適正管理と充実
2 民間住宅等の整備・充実の促進
3 定住・移住の促進に向けた取り組みの推進
4 結婚・出会い支援の推進

2

道
路
・
公
共
交
通

1 高速道路網の整備促進
2 国・県道の整備促進
3 町道の整備
4 道路ストックの長寿命化及び更新
5 鉄道の高速化と新幹線延伸の促進
6 公共交通の充実

3

情
報
化

1 電子自治体の構築

2 町全体の情報化の推進

4

みんなでつくる自立したまち６

男
女
共
同

参
画

1 男女共同参画推進体制の充実
2 男女共同参画に関する意識づくりの推進
3 仕事と生活の調和に向けた支援
4 政策決定過程などへの男女共同参画の促進

1

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

1 コミュニティ意識の高揚
2 コミュニティ施設の整備支援
3 コミュニティ活動の活性化支援

2

町
民
参
画
・
協
働

1 参画・協働のまちづくり推進体制の充実
2 広報・広聴活動の充実
3 情報の公開
4 町の政策形成への参画・協働の促進
5 公共サービスの提供等への参画・協働の促進
6 まちづくり団体・ＮＰＯ等の育成

3

行
財
政
運
営

1 行財政改革の推進
2 町民サービス等の向上
3 役場本庁舎の整備に向けた取り組みの推進
4 公共施設等の総合的な管理の推進
5 広域連携の推進

4

公
園
・

緑
化

1 身近な公園の整備と管理体制の充実
2 特色ある公園・緑地、親水空間の保全と活用
3 緑化の推進

5

消
防
・
防
災

1 常備消防 ･救急の体制の充実
2 消防団の活性化
3 消防施設の整備
4 総合的な防災体制の確立
5 防災意識の高揚と自主防災組織の育成
6 治山 ･治水対策の促進
7 空家等対策の推進

6
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商工業・新産業
商業の振興による賑わいづくり／工業の振興による活力づくり／創業・経営革新の促進／商工業経営の体質強化の促進／中心市
街地活性化計画の具現化／新たな企業の立地促進／特産品開発、新産業創出等の支援

・意欲ある企業家や経営革新に挑戦する企業等を支援する環境づくりを推進します。
・町民・商業者・まちづくり会社・行政等が一体となって中心市街地活性化計画の具現化を図ります。
・受注開拓や技術向上、製品開発などの取り組みや工業展、商談会等に積極的に参加する企業を支援します。

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

起業家応援補助金採択件数
（平成19年からの累積） 件 19 35 55

事業所数（卸売・小売業・飲食
業・飲食店・宿泊業） 事業所 322

（平成24年度） 305 285

従業者数（卸売・小売業・飲食
業・飲食店・宿泊業） 人 1,433

（平成24年度） 1,350 1,250

製造品出荷額等（従業員４人
以上の製造事業所） 百万円 19,179

（平成24年度） 26,500 26,500

新産業創造館来館者数 人 171,000 180,000 200,000

町　民

⃝�地域商業とその役割について理解を深め、地元商店での商品の
購入機会を増やしましょう。

⃝�地元企業の重要性について理解を深め、その健全な発展に協力
しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�商工業事業者は、行政や関連団体等による各種の支援を効果的
に利用し、経営革新や新事業への取り組み、経営体質・基盤の
強化等に努めるとともに、地域社会に貢献し、町民生活の向上
に資するよう努めましょう。

⃝�地域や団体・事業者は、中心市街地の活性化に関する取り組み
に協力しましょう。

重点構想①

ベンチマーク（施策指標※１）

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

農業生産額（農協系統のみ） 億円 53.4
（平成25年度） 56.6 59.3

認定農業者数 人 599 625 650

新規就農者数 人 3 5 7

担い手への農地集積率 ％ 82.3 83.0 85.0

学校給食への食材供給割合
（重量ベース） ％ 18.7 24.0 30.0

町民等に期待される主な役割

町　民 ⃝�ごはんを食べて、米の消費拡大に努めましょう。
⃝�農業への理解を深め、町内農産物の購入機会を増やしましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体において、農産物加工や特産品開発の取り組みを行
いましょう。

⃝�農業関連団体は、農業者が行う経営体制の強化や売れる農産物
づくり、生産性の向上などの取り組みを支援しましょう。

担い手の育成・確保／売れる農産物づくり、複合経営の促進、生産性の向上／食育・地産地消の充実、６次産業化の促進／農業
生産基盤の整備／林業の振興／内水面漁業の振興

・Ｕ・Ｉ・Ｊターンによる新規就農者の育成・確保に努めます。
・各地域の取り組みを促進しながら、農業後継者の育成を支援します。
・安全で安心な日本一おいしい米づくり、世界一品質の高い花づくりなどブランド化を目指した取り組みを進めます。

産業活力日本一のまちづくり構想

農林水産業

　活力あふれる、まちづくりと雇用の場の創出をめざし、『産業活力』をテーマに、「日本一おいしい米
づくり」と「世界一品質の高い花づくり」を柱とした農業の振興、「クラッセ」を核とした 6次産業化、
商工業の活性化、観光の振興等に向けた取り組みを重点的に推進します。

※１　施策・事業の成果・効果または直接的に生じる事業量・結果を数値で表したもの。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

学校給食への食材供給割合
（金額ベース） ％ 7.6 10.0 13.0

花き生産額 億円 3 5 7

ほ場整備率（田） ％ 95.0 96.0 99.0
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観　　光
観光・交流資源の充実・活用／住んでよし訪れてよしの観光地域づくり／情報発信の強化／広域観光体制の充実／観光団体の育
成・強化／コンベンション機能の強化

・清川歴史公園構想や狩川城址公園構想の推進など、新たな観光・交流資源の掘り起こしを進めます。

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

観光・交流人口 人 700,000 800,000 1,000,000

観光宿泊者数 人 6,600 10,000 30,000

まち歩き参加者数 人 600 1,000 1,500

観光ホームページアクセス件数 件 － 120,000 250,000

町　民

⃝�観光・交流資源の充実や体験・滞在交流型観光の展開等に参画
しましょう。

⃝�来訪者との交流を通して、自らの暮らしの場の魅力を再発見
し、地域の魅力を再認識しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�行政と連携し、観光ＰＲ活動や情報発信の取り組みを行いま
しょう。

⃝�観光関連団体は、各種活動の充実に努めるとともに、組織強化
を図り、自主運営に努めましょう。

住宅・定住促進
町営住宅等の適正管理と充実／民間住宅等の整備・充実の促進／定住・移住の促進に向けた取り組みの推進／結婚・出会い支援
の推進

・空家情報活用システムの充実を図り、空家・空地の有効活用を図ります。
�・�定住・移住希望者のニーズを的確に把握しながら、さらなる効果的な定住・移住促進施策について検討し、その推進を図ります。

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

町　民 ⃝各種制度を効果的に利用し、本町に住み続けましょう。
⃝出会いイベントに参加しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�事業者は、建築物の耐震化に関する意識を高め、耐震対策を行
いましょう。

⃝�地域や団体は、行政と一体となって、定住・移住の促進や結婚
支援の取り組みを行いましょう。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

若者定住促進対策による移住世
帯数（平成21年度からの累計） 世帯 46 106 156

空家情報活用システムの登録
件数 件 5 8 12

空家情報活用システムの賃
貸・売買件数 件 5 8 12

結婚や出会いの相談件数 件 2 20 30

イベント開催によるカップル
成立数 組 9 10 10
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重点構想② 子育て教育日本一のまちづくり構想

ベンチマーク（施策指標）

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

「ふるさと教育の推進」教職員
のＡＢ評価の割合
（庄内町教職員アンケート）

％
幼稚園100.0
小学校 70.0
中学校 20.0

幼稚園100.0
小学校 80.0
中学校 50.0

幼稚園100.0
小学校 90.0
中学校 80.0

「夢や希望をもっている」子ど
ものＡＢ評価の割合
（全国学習状況調査）

％ 小学校 86.5
中学校 67.3

小学校 90.0
中学校 75.0

小学校 90.0
中学校 80.0

「人の役に立つ人間になりた
い」子どものＡＢ評価の割合
（全国学習状況調査）

％ 小学校 94.3
中学校 97.5

小学校 96.0
中学校 98.0

小学校 98.0
中学校 98.0

「自分には良いところがあると
思う」子どものＡＢ評価の割合
（全国学習状況調査）

％ 小学校 75.1
中学校 74.4

小学校 80.0
中学校 80.0

小学校 85.0
中学校 85.0

「町の自然・歴史・文化を教育
に活用する手法の重視」教職
員のＡＢ評価の割合
（庄内町教職員アンケート）

％
幼稚園 93.0
小学校 92.0
中学校 75.0

幼稚園 95.0
小学校 95.0
中学校 80.0

幼稚園 95.0
小学校 95.0
中学校 85.0

町民等に期待される主な役割

町　民
⃝�笑顔で元気なあいさつ運動の推進に協力しましょう。
⃝�知識や技能を生かし、幼稚園や小・中学校の教育に協力できる
ボランティア活動（例えば、読み聞かせや紙芝居、昔の遊びを
教える、学習会のお手伝い、環境整備等）を行いましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体が一体となって、児童・生徒の安全対策を行いましょ
う。

⃝�少子化が進む中、変化の激しい社会の中で子どもがたくましく
育つよう、手を貸しすぎず、見守り、体験させていきましょう。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

「家庭・学校・地域が連携した教育
の推進」教職員のＡＢ評価の割合
（庄内町教職員アンケート）

％ 未実施
幼稚園 80.0
小学校 80.0
中学校 70.0

幼稚園 90.0
小学校 90.0
中学校 80.0

小学校大規模改修整備率 ％ 67.0 74.0 80.0
中学校大規模改修整備率 ％ 11.0 26.0 44.0
幼稚園大規模改修整備率 ％ 27.0 35.0 58.0

 「子育て応援日本一の町づくり宣言」を踏まえ、『子育て・教育』をテーマに、町全体で子育てを応援
する体制の充実、「庄内町の子ども像」や「庄内町教育振興基本計画」の具現化と明日の地域社会を支
える人材の育成を目指した学校教育の推進、青少年の育成など家庭・学校・地域・行政が一体となった
教育の推進等に向けた取り組みを重点的に推進します。

子育て支援サービスの充実／母親と乳幼児の健康の確保／生活環境の整備／職業生活と家庭生活の両立の支援／要保護児童への
対応

・地域の子育て支援機能の強化を図るために新たな子育て世代包括支援センターの設置について検討します。
・三世代世帯、新婚世代、子育て世帯に対する「持家住宅祝金」・「住宅リフォーム祝金」制度を強化します。
・�町民や企業に対する男女共同参画意識の普及、子育て生活と仕事が両立できる職場環境の整備を促進し、ワーク・ライフ・バ
ランスの実現を支援していきます。

子育て支援

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

出生数 人 138 130 125

合計特殊出生率※１ － 1.60
（平成25年） 1.65 1.65

保育所待機児童数 人 0 0 0

子育て支援センター設置箇所数 箇所 2 1 1

ファミリー・サポート・センター登録会員数 人 29 35 40

放課後児童クラブ実施箇所数 箇所 4 5 5

一時預かり事業実施箇所数 箇所 4 4 4

町　民
⃝�子育て支援サービスを効果的に利用し、育児に関する不安や負
担の軽減、子育てに関する知識の向上、仲間づくり等を行いま
しょう。

⃝身近な子育て支援活動に参画しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域において、児童虐待の発見・連絡等を行いましょう。
⃝�事業者は、従業員のワーク・ライフ・バランスが図られるよう
な雇用環境を整えましょう。

※１　15 ～ 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの。

いのちを大切にし、よりよい生き方や志を求める教育の推進／地域とつながり、ともに社会をつくる豊かな心の育成／いのちの
基礎を培う幼児教育と子育て支援の推進／一人一人の学ぶ意欲と確かな学力の育成／町の自然・歴史・文化を生かした魅力ある
学校づくりの推進／学校と家庭、地域が支え合う仕組みの構築／広い視野を持ち、国際感覚あふれる人材の育成／教職員の資質
向上とゆとり創造の推進／学校教育を支える施設・教育環境の充実

・�家庭・地域・学校が一体となり、子どもにも自他のいのちといのちの継承の大切さを教えます。また、よりよい生き方や志
（夢）を育むため、道徳教育やふるさと教育を推進します。
・�町の自然・歴史・文化を学び、感謝する心と豊かな心を育むため、社会科副読本を支給し、ふるさと教育を推進します。
・�人や地域に役立つ心や助け合い、支え合う社会力を育てるため、ボランティア活動や南三陸町への支援・交流事業等を推進し
ます。

幼稚園・学校教育
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子育て教育日本一のまちづくり構想

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

公民館における青少年を対象
とした事業の参加割合 ％ 28.0 30.0 32.0

大中島自然ふれあい館の利用者数 人 2,371 2,400 2,500

町　民
⃝�「笑顔で元気なあいさつ運動」や「早寝早起き朝ごはん運動」
に取り組みましょう。

⃝�家庭教育の大切さを認識しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体が一体となって、地域活動や体験活動、ボランティ
ア活動に参加を促しましょう。

⃝�地域や団体が一体となって、青少年活動等を認め合い共有して
いきましょう。

規範意識、思いやり・助け合いの意識の醸成／家庭教育は教育の土台であるという意識の啓発／青少年の体験活動の充実

・�「笑顔で元気なあいさつ運動」や「早寝早起き朝ごはん運動」を中核とし、学校、家庭、地域と連携しながら規範意識の醸成
を図ります。
・�大中島自然ふれあい館周辺における自然にふれ親しむ体験を中心とする活動や、各公民館の少年教室をはじめとする地域の素
材等を生かした文化、体験活動の充実に努めます。

青少年健全育成

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

国際交流協会事業参加者数 人 652 700 800

南三陸町との交流人口 人 494 600 700

町　民 ⃝�国内外交流への関心を高め、各種交流活動等に参画しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�国際交流協会や町民交流団体は、活動体制の充実に努め、各種
交流活動等を主体的に行いましょう。

⃝�事業者は、経済交流活動等に参画しましょう。

国際化に対応した人材の育成／国際理解・交流活動の促進／外国人が住みやすく訪れやすい環境づくり／国内交流活動等の充実

・教育部門における外国語教育等の充実はもとより、青少年海外研修等を通じ、国際化に対応した人材の育成に努めます。
・友好町である南三陸町の青少年との交流について、両町の自然・風土にふれあい、親睦を深める取り組みを継続して実施します。
・本町唯一の県立高校である庄内総合高等学校との各種交流を通して町の活性化を図るため、同校存続に向けた支援を行います。

国内外交流
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重点構想③

高齢者支援推進体制の充実／生きがい施策の推進／介護保険サービスの提供／地域支援事業の実施／認知症対策の推進／高齢者
の暮らしの支援

・�平成29年度からの新たな介護予防・日常生活支援総合事業の完全実施に向けた地域包括ケアシステムの体制整備を図ります。
・�高齢者が生きがいを持って社会参加することができるよう、老人クラブ等の活動支援や世代間交流等の支援、シルバー人材セ
ンターの充実及び活用を図ります。
・�高齢者になっても住み慣れた地域で生活できるよう町民自らが健康維持・介護予防への意識を持ち、地域医療、福祉が連携し
た高齢者の社会参加と地域支え合いの体制づくりを推進します。
・�認知症サポーターの養成・活用や関係機関と連携した認知症の早期発見・予防・重度化の防止に向けた取り組みなど認知症対
策を推進します。

健康長寿日本一のまちづくり構想

高齢者支援

　町民一人一人が健康寿命を伸ばし、生涯にわたって心身ともに健やかに暮らせるよう、『健康寿命』をテー
マに、町民主体の健康づくり運動の促進をはじめとする保健サービスの充実、高齢者の介護予防の充実、
生きがいづくり事業の推進、スポーツ活動の一層の促進等に向けた取り組みを重点的に推進します。

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

認知症サポーター養成講座実
施回数 回 11 13 15

施設介護サービス利用件数 件 3,699 3,972 3,972

要介護新規認定率
（対年度65歳到達者） ％ 34.8 30 25

自立支援型地域ケア会議実施
回数 回 0 24 36

町　民

⃝�技術・知識・経験を生かし、老人クラブ等の活動や世代間交流、
シルバー人材センターなどに参画しましょう。

⃝�介護保険サービスを効果的に利用し、重度化の防止等に努めま
しょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体において、高齢者の技術・知識・経験が生かせる場
や機会をつくり、活動しましょう。

⃝�地域における高齢者の見守り体制を充実しましょう。

保健事業推進体制の充実／健康しょうない21計画に基づく健康づくり運動の推進／母子保健の充実／感染症予防・予防接種事
業の推進／地域医療体制の充実

・食生活改善推進員や健康づくりサポーター等の育成により、地域ぐるみの健康づくり体制の強化を図ります。
・町内のスポーツ施設や温泉施設などの社会資源を積極的に活用し、関係機関と連携しながら町民の健康づくりを促進します。
・�健康づくりの10の柱　①がん　②循環器疾患（脳血管疾患・虚血性心疾患・糖尿病）③喫煙・ＣＯＰＤ　④休養・こころの
健康　⑤高齢者の健康　⑥地域社会と健康　⑦栄養・食生活　⑧身体活動・運動　⑨飲酒　⑩歯と口腔の健康�の目標達成に
向けた健康づくり運動の拡大と定着を促進します。

保健・医療

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

町　民
⃝�健康づくりに関する知識と意識を高め、自主的な健康づくりを
行いましょう。

⃝�家庭における食生活の改善に取り組みましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体は、町民に定期的な健康診査の受診を促しましょう。
⃝�地域や団体は、健康づくり施設を利用し、健康・体力づくりを
行いましょう。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

胃がん検診受診率 ％ 42.4 55.0 60.0

国民健康保険特定健康診査受
診率 ％

59.1
（平成25年度）

63.0 65.0

心のサポーター数 人 301 1,200 1,500
食生活改善推進員数 人 63 70 80
３歳児のむし歯有病率 ％ 32.3 25.0 20.0
予防接種接種率
（麻しん風しんⅠ期） ％ 89.9 95.0 100.0
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ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

図書館来館者数 人 62,877 68,000 73,000

図書貸出冊数 冊 70,317 74,000 76,000

町　民
⃝�運動会や公民館祭などには、積極的に参加・協力しましょう。
⃝�学校や地域と一体となって子どもを育てる活動を行いましょ
う。

地　域
団　体
事業者

⃝�運動会や公民館祭など、地域活性化につながる事業を行いま
しょう。

⃝�地域や団体は、公民館事業等を通して地域課題の解決等に役立
てましょう。

生涯学習の充実と活力あるコミュニティの形成促進／地域が教育を支える環境づくりの推進／図書館活用の充実／社会教育施設
の耐震化・長寿命化の推進

・�公民館等は多様化する学習ニーズに応え、町民が生涯にわたって気軽に参加でき、趣味や教養を高めたり、�地域の歴史や文
化等にふれる学習機会を提供するとともに、仲間づくりや地域づくりの場、培った知識や技術、経験を生かせる場としての活
用を図ります。
・�学校・家庭・地域が連携し開催している事業は、多くの町民が参加・協力して取り組み、地域全体の活性化につながるものと
して促進します。
・�地域づくり会議等と連携しながら、町民自らが主体的に地域課題に取り組む活力あるコミュニティの形成を促進します。

社会教育

スポーツ活動の普及促進／各種スポーツの競技力向上の支援 /総合型地域スポーツクラブの自立・支援／スポーツ施設の活用／
スポーツ施設の整備充実

・�体育協会やスポーツ少年団等と連携し、各種スポーツ大会やスポーツ教室の内容充実を図り、参加促進に努めるとともに、ス
ポーツに関する広報・啓発活動の推進、スポーツ情報の収集・提供を図り、町民のスポーツへの関心を高めていきます。
・�各競技団体と連携を深め、八幡スポーツ公園を中心に各種大会及び事業の開催、誘致に努め、観光・交流に資する施設として
利用者の拡大を図り、町の魅力の一つとしての情報発信に努めます。

スポーツ

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

スポーツ施設の利用者数 人 258,868 270,000 280,000
町　民

⃝�スポーツへの関心を高め、スポーツ活動に日常的に取り組みま
しょう。

⃝�指導者として、積極的に研修会等に参加し研鑚しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�スポーツ団体は、スポーツ大会・教室の内容充実を図り、町民
の多様なスポーツ活動を促進しましょう。

⃝�総合型地域スポーツクラブは、活動内容及び運営体制の充実に
努めましょう。
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重点構想④ 安全・安心日本一のまちづくり構想

常備消防・救急の体制の充実／消防団の活性化／消防施設の整備／総合的な防災体制の確立／防災意識の高揚と自主防災組織の
育成／治山・治水対策の促進／空家等対策の推進

・�防災に関する各種訓練・研修を推進し、防災マップやハザードマップの作成・活用により、町民が自ら命を守る自助の防災意
識の高揚を図ります。
・地域防災の要となる自主防災組織の育成及び活動を支援し、地域ぐるみの共助による防災体制の確立に努めます。
・�空家等の所在及び状態の実態把握や、その所有者などの特定を行うとともに、空家等対策計画の作成に努めるなど、総合的な
空家等対策を推進します。

消防・防災

　全ての町民が生命や財産を守り、安全に安心して暮らせるよう、『安全・安心』をテーマに、近年の
大規模災害の教訓を踏まえた消防・防災・減災体制の確立、町民総参加の交通安全・防犯体制の充実、
支え合い助け合う地域づくり等に向けた取り組みを重点的に推進します。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

消防団員数 人 971 970 970

火災発生件数 件 4 0 0

集落・団体等の防災訓練・研
修等回数 回 65 100 130

集落・団体等の防災訓練・研
修等参加者数 人 2,634 2,900 3,150

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

町　民
⃝�消防団に参画し、活動しましょう。
⃝�防災訓練等に参加し、防災知識・意識を高め、各家庭で実践し
ましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝��消防団は、団員の確保や資質の向上等を進め、消防力の強化に
努めましょう。

⃝�地域や団体において、身近な要支援者を把握し、災害発生時に
は避難支援を行いましょう。

交通安全意識の高揚／交通安全施設等の整備充実／防犯意識の高揚／防犯灯の設置／犯罪防止・抑制等の推進

・高齢者の運転による交通事故の防止を図るため、運転免許証の自主返納を促進します。
・町道等においても、区画線やガードレール、カーブミラーの設置など、交通安全施設の整備を推進します。
・町青パト隊や見守り隊による地域ぐるみの各種防犯・地域安全活動を促進します。
・�夜間における防犯環境の向上に向け、通学路を中心とした防犯灯の設置・改修を行い、新設及び灯具交換時においては、環境
に配慮したＬＥＤ灯の導入を計画的に推進します。

交通安全・防犯

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

町　民

⃝�交通安全関連事業や交通安全教育等に参加し、交通安全意識を
高め、交通ルールや交通マナーを守りましょう。

⃝�防犯関連事業等に参加し、防犯意識を高め、家庭における身近
な防犯対策を行いましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体、事業者が一体となって、交通安全関連事業や広報・
啓発活動、交通安全教育等を行いましょう。

⃝�地域や団体、事業者が一体となって、防犯関連事業や広報・啓
発活動等を行いましょう。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

交通事故発生件数 件 94 70 50

交通事故死亡者数 人 1 0 0

犯罪発生件数 件 65 50 40

防犯灯設置数（累計） 基 416 460 465
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道路の除排雪体制の充実／高齢者世帯等の除雪の支援

・�除雪機械を計画的に更新し、町道の除排雪体制の維持・充実を図るとともに、国・県道の除排雪体制の維持・充実を関係機関
に要請していきます。
・地域において自主的に行う生活道路等の除雪を支援します。
・�労力的かつ経済的に雪下ろしや除雪の実施が困難な高齢者及び障がい者のみの要援護高齢者世帯等に対し雪下ろし及び除雪の
支援を行います。

雪 対 策

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

町　民 ⃝町道等の除排雪作業にみんなで協力し合いましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝集落において、身近な生活道路等の除排雪に取り組みましょう。

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

生活道路除雪事業参画集落 集落 34 37 40

雪下ろし等実施件数 件 35 40 45

除雪支援実施時間 時間 1,137 1,150 1,170

地域福祉推進体制の充実／互いに支え合うまちづくり／福祉サービスの充実したまちづくり／バリアフリーのまちづくり

・�社会福祉協議会をはじめ、民生委員・児童委員、各種福祉団体、福祉ボランティア団体等の育成・支援を行い、地域福祉を推
進する多様な担い手づくりを進めます。
・�高齢者や障がい者が孤立せず、安心して暮らせるよう、多様な担い手が一体となった見守りネットワークの形成を促進し、見
守り・声かけ活動や生活支援活動など、地域で互いに支え合う活動を促進します。
・�高齢者や障がい者、子育て中の親子も含め、すべての町民が不自由なく安全に安心して日常生活を送ることができるよう、公
共施設を中心に、バリアフリー化を進めます。

地域福祉

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

福祉ボランティア登録者数 人 229 240 250

福祉ボランティア登録団体数 団体 19 22 25

町　民
⃝�福祉に対する意識を高め、地域社会を構成する一員として、地
域福祉活動に積極的に参画し、互いに支え合うまちづくりを推
進しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体は、町民の福祉意識の高揚やボランティアの育成に
努めるとともに、地域における見守りネットワークの形成に努
めましょう。

⃝�事業者は、地域における見守りネットワークの形成に参画し、
高齢者や障がい者などに対する支援活動を行いましょう。
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重点構想⑤ 環境共生日本一のまちづくり構想

再生可能エネルギーの総合的な利活用／省エネルギー活動の促進／風車村整備事業の推進

・�地域に賦存する未利用エネルギー資源の調査・検討を行い、事業者への情報提供と支援を行い、地域活性化に寄与する取り組
みを促進します。
・�家庭や学校における自主的な省エネルギー活動を一層促進するため、「町民節電所事業」や「小中学校省エネチャレンジ事
業」を推進します。
・�資源エネルギー庁より「次世代エネルギーパーク」として認定された風車村において、環境やエネルギーについての普及・啓
発を推進するとともに、環境と観光の結びつきによる新たな誘客に努めます。

新エネルギー

　豊かな自然を誇る町、再生可能エネルギー・省エネルギーの先進地として、内外に誇りうる循環型の
持続可能なまちづくりをさらに進め、未来へつないでいくため、「環境共生」をテーマに、再生可能エ
ネルギーの利活用や環境衛生等に向けた取り組みを重点的に推進します。

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

再生可能エネルギー導入比率 ％ 13.0 20.0 70.0

再生可能エネルギー導入事業者数 事業者 3 6 9

「町民節電所事業」による二酸
化炭素削減量 t-CO2 87 110 130

町　民 ⃝�太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入に努めましょう。
⃝「町民節電所事業」などの省エネルギー活動を行いましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�事業者は、事業所における太陽光発電などの再生可能エネル
ギーの導入に努めましょう。

環境保全意識の高揚と実践活動の促進／公害・環境汚染等の防止／ごみ処理体制の充実／３Ｒ運動の促進／ごみの不法投棄の防止

・�公害や環境汚染のない良好な生活環境を維持していくため、水質・土壌・臭気等に関する検査を引続き実施するとともに関係
機関や地域との連携のもと、適切な監視・指導等を行い、防止及び適切な対応に努めます。
・�ごみの排出動向や関連法等に即した分別収集体制の充実に努めるとともに、ごみの出し方に関する広報・啓発活動の推進等に
より、町民のごみの分別の一層の徹底を促進します。
・�広域的連携のもと、ごみ処理施設の適正な管理・運営など酒田地区広域行政組合によるごみ処理・リサイクル体制の充実に努
めます。
・�ごみの減量化・資源化に関する広報・啓発活動の推進や資源物の集団回収に対する支援等を通じ、町民や団体、事業者の自主
的な３Ｒ運動を促進し、ごみを出さないライフスタイルへ転換を促します。
　※３Ｒ：リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生使用）運動。

環境衛生

ベンチマーク（施策指標） 町民等に期待される主な役割

指　標　名 単位 平成26年度
（実績値）

平成32年度
（中間年度目標値）

平成37年度
（最終年度目標値）

公害苦情件数 件 50 45 40

ごみ総排出量（一般廃棄物） ｔ 8,200 8,100 8,000

可燃ごみ排出量 ｔ 6,200 6,100 6,000

リサイクル率 ％ 23.0 23.0 23.0

古紙等の資源物回収量 ｔ 900 900 900

ごみの不法投棄件数 件 30 20 0

町　民

⃝�環境保全意識を高め、環境配慮行動や環境保全活動に参画しま
しょう。

⃝�ごみの減量化・資源化に関する意識を高め、３Ｒ運動を行いま
しょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体は、公害や環境汚染の監視を行いましょう。
⃝�事業者は、公害や環境汚染が発生しない事業活動を行いましょ
う。
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男女共同参画推進体制の充実／男女共同参画に関する意識づ
くりの推進／仕事と生活の調和に向けた支援／政策決定過程
などへの男女共同参画の促進

・�男女雇用機会均等法や育児・介護休業制度の周知、事業所
への男女共同参画に関する啓発、農林水産業における労働環
境改善の啓発など、ワーク・ライフ・バランスの実現に向け
た支援に努めます。

町民等に期待される主な役割

町　民

⃝�男女共同参画意識を高め、家庭における男女の役割等を見
直しましょう。

⃝�男女がお互いに協力し、ワーク・ライフ・バランスの実現
に努めましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体は、男女共同参画意識を高め、地域や団体にお
ける男女の役割や社会制度・慣行等を見直しましょう。

⃝�事業者は、男女の均等な機会と待遇の確保、ワーク・ライ
フ・バランスの実現のための職場環境づくり、ハラスメン
トの防止等に努めましょう。

男女共同参画

町民等に期待される主な役割

町　民 ⃝�コミュニティ意識を高め、自治会に加入するとともに、様々
なコミュニティ活動に参画しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝地域において、町民の自治会への加入を促進しましょう。
⃝�地域において、行政による支援施策を効果的に利用し、コ
ミュニティ施設の整備を行うとともに、自主管理・運営に
努めましょう。

コミュニティ
コミュニティ意識の高揚／コミュニティ施設の整備支援／コ
ミュニティ活動の活性化支援

・�コミュニティや住民自治の重要性、実際の活動状況等につ
いての広報・啓発活動を行い、町民のコミュニティ意識の
高揚と自治会等への加入を促進します。

町民等に期待される主な役割

町　民

⃝�町の広報媒体を活用し、町政情報の的確な把握に努めま
しょう。

⃝�町の広聴活動の場や機会を活用し、意見・提言を行いましょ
う。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体、事業者は、町の広報媒体を活用し、町政情報
の的確な把握に努めましょう。

⃝�地域や団体、事業者は、町の広聴活動の場や機会を活用し、
意見・提言を行いましょう。

町民参画・協働
参画・協働のまちづくり推進体制の充実／広報・広聴活動の
充実／情報の公開／町の政策形成への参画・協働の促進／公
共サービスの提供等への参画・協働の促進／まちづくり団体・
ＮＰＯ等の育成

・�「庄内町みんなが主役のまちづくり基本条例」や参画・協
働のまちづくりに関する広報・啓発活動の推進や学習機会の
提供、講演会の開催等により、町民の意識・知識の向上と機
運の醸成を図ります。

町民等に期待される主な役割

行財政運営
行財政改革の推進／町民サービス等の向上／役場本庁舎の整
備に向けた取り組みの推進／公共施設等の総合的な管理の推
進／広域連携の推進�

・�自主財源の確保と限られた財源の有効活用をはじめ、行政
評価制度の活用等による事務事業の見直し、民間活力の導
入、組織・機構の再編、職員の定員管理の適正化及び給与
の適正化、職員研修の充実や人事評価制度の導入等による
職員の資質の向上など、さらなる行財政改革を計画的に推
進します。

町　民

⃝�町の行財政改革に対する関心を高め、評価を行う機会等を
活用し、意見・提言を行いましょう。

⃝�納税や受益者負担に関する意識を高め、税金や公共料金の
納付義務を果たしましょう。

⃝�公共施設の再配置についての関心を高め、協力しましょう。

地　域
団　体
事業者

⃝�地域や団体は、町の行財政改革に対する関心を高め、評価
を行う機会等を活用し、意見・提言を行いましょう。

⃝�地域や団体は、公共施設の再配置についての関心を高め、
協力しましょう。




